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1 はじめに
MetaTrader5（MT5）と Pythonで，様々なインジケータを利

用して自動売買を行うシステムの開発を行っている．研究の背景
や目的などについては，しっかりとした文にまとめることができ
ていないため，今後まとめていく必要がある．

2 インジケータの計算
2.1 TA-Lib
インジケータの計算には Pythonでテクニカル指標が計算でき

る「TA-Lib」というライブラリを使用することにした．

図 1: TA-Libでインジケータを計算するプログラム (一部)

上の図 1からわかるように，TA-Libを使うこと１行のコード
でインジケータの計算を行うことができる．

3 進捗状況
3.1 プログラム
前回の発表の際に指摘された，「インジケータの計算をする際

に使用するデータの値は一定の間隔ごとに取得しないといけな
い」，「データフレームに入れ続けることでデータが溢れてしまう」
という 2点を改良した．

まず，データの値をある一定の間隔でとってくる部分は，MT5
からとってきた tickデータをどんどん取得していく中で，1秒ご
とにその時点で最新の tickデータ resampleをして ohlcの形で別
のデータフレームに保存していくようにした．これにより，一定
時間間隔の ohlcのデータフレームを作成することができた．図
2は実際に 1秒足で resampleした結果である．秒足の部分に関
しては指定できるので，任意の時間感覚で resampleすることが
できる．

次に，データフレームが溢れないようにする部分は，データフ
レームの中身がある程度の大きさになったら古いものから削除し

図 2: 1秒足の ohlcデータの取得結果

ていくようにする．実際には，どんどん取得されてくる tickデー
タをデータフレーム 1に格納していき，その中から 1秒ごとに
resampleして別のデータフレーム 2に格納している．データフ
レーム 1の中身をどんどん削除していけばデータフレーム 2も対
応して減っていく．実際に古いものから削除していくプログラム
を動かした際の結果が図 3である．

図 3: データフレームの中身を削除していく例

この 2つを前回作成したゴールデンクロスのプログラムに組
み込み実行してみたが，売買が行われなかった．これは本当に取
引に値する動きがなかったのかプログラムに問題があったのか調
査する．また，resampleした後の 1秒足のデータを描画する部
分，インジケータの値の計算に使用する最適な値を見つける最適
化を行うプログラムについても作成する必要がある．
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3.2 オリジナリティの部分
実際に研究に組み込むことになるオリジナリティの部分は，先

生と相談した結果，マルチンゲールやココモ式，ポートフォリオ
選択等のオペレーションズ・リサーチのシステムを組み込んでい
く方針にした．この中でどれを組み込むのかはそれぞれ調査した
結果決定する．

4 おわりに
前回の指摘事項を修正したら新たな問題が出てきた．これに

関しては修正を繰り返すしかないので相談しながら行っていく．
中間発表まであまり時間がないためオリジナリティの部分も含め
素早く対応していきたいと考えている．
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